
六次産業化・地産地消法「総合化事業計画」認定一覧（山梨県） 平成29年度以降認定

申請者 共同申請者 促進事業者

1
自社生産の有機鶏卵を活用し
た『有機JAS認証バウムクーヘ
ン』の加工及び販売事業

　自社生産する平飼による有機JAS認証を取得した有機鶏
卵の規格外を活用し、有機認証バウムクーヘンを開発・販
売する。
　本事業により、有機畜産加工品の魅力を発信すること
で、県内の有機農業の発展に寄与する。

有限会社黒富士農場 山梨県 甲斐市 令和2年2月28日

2
地球温暖化に対応した新たな栽
培・醸造工程の確立による高品
質ワインの醸造・販売事業

　自社において近年の温暖化に対応した醸造用ぶどうの
栽培や醸造工程を確立し、高品質なワインを製造する。
　日本では少ないオレンジワイン（シャルドネ種使用）等の
商品化により、売上拡大を図る。

奥野田葡萄酒醸造株
式会社

山梨県 甲州市 令和2年3月31日

3
環境再生型農業により生産され
た原料を用いた高品質なワイン
醸造・販売事業

　環境再生型農業による有機JAS認証基準を満たした醸造
用ぶどうを使用し、自社ワイナリーにて白ワイン（シャルド
ネ）など８種のナチュラルワインの製造・販売を行う。
　醸造場を整備し、微生物汚染や酸化を防止する設備を導
入し、高品質なワインを開発する。
　販売は、小売店、飲食店、ホテルを中心に販路開拓を行
うほか、自社にて栽培体験、ワインイベント参加により、ファ
ン層の獲得に努める。

八ヶ岳オーガニック
ヴィンヤード株式会社

山梨県 北杜市 令和3年3月31日

4
環境保全型農業により生産した
山梨県産の原料による果実酒
の開発及び販売

　有機JAS認証取得に向けて化学肥料、化学農薬を使用し
ない環境保全型農業を行い、西洋なし及び醸造用ぶどうを
活用した果実酒を開発・販売する。
　西洋なしの果実酒「ポワレ」（有機JAS認証取得後は
「オーガニックポワレ」）及びオーガニックワインの製造・販
売を行い、オーガニック志向者に訴求。
　販売は、近隣の農産物直売所、飲食店、ホテルを中心に
販路開拓を行うほか、自社ECサイトで販売できる体制を作
る。

株式会社小笠原
ファーム

山梨県 北杜市 令和3年3月31日
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5
トマト農家による加工品の開発
製造と直売・飲食施設による販
路拡大事業

　テストマーケティングを行ってきた規格外トマトを活用した
トマト加工品（トマト糀等）は委託製造を行っていたが、ブ
ラッシュアップ（トマトの濃度の変更など）の上、新設する自
社加工場において製造し、販売する。
　自社加工場に併せて新設するカフェにおいては、トマト
ジュース、トマトウインナーコーヒー等、自社生産するトマト
を活用したメニューの提供を行う。

株式会社ヨダファーム 山梨県 中央市 令和5年4月28日

6
山梨県産しょうがを活用した清
涼飲料水等の開発と販路開拓

　自社加工場を整備し、自ら生産する生姜を活用したジン
ジャーシロップを製造販売する。
　これまで委託加工していたビビットジンジャー等を自社製
造に切り替えることにより、収穫のタイミング、鮮度の良い
状態で、一次処理から瓶詰めまで一貫して加工ができるた
め、味、色、香りが向上する。また、新たにスモモジン
ジャー等を自社開発する。

株式会社ＳＯＩＬ 山梨県
南アルプ
ス市

令和5年4月28日

7
都市型（街なか）ワイナリーの整
備によるワイン醸造・販売事業

　自社生産するブドウを活用したワインの製造・販売、ワイ
ン等の提供をするため、直売所と飲食店を併設させたワイ
ナリーを商店街に新設する。
　また、併せて製造現場の見学等「オープンファクトリー」的
な体験を提供する。
　循環型農業によるブドウ栽培や、安定的に生産するため
の栽培管理技術の導入等により、高品質で安定性のある
ブドウ栽培を行う。

株式会社スプリングワ
イン

山梨県 甲府市 令和5年5月31日


